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●はじめに 

沖縄県では、海域の赤土汚染状況を継続的に調査

するため、「赤土等汚染海域定点観測調査」（以下定

点調査と称す）を実施している。この調査では、定

点のサンゴを観察して赤土等の堆積との関連も求め

ている。ところが、1998 年夏の地球的規模のサンゴ

礁白化現象の後、観察中の多くのサンゴが死亡した。

その被害状況は、赤土汚染をモニタリングしている

沖縄島の定点が重度だったのに比べ、コントロール

の阿嘉島では相対的に軽く済んだ。このため白化後

の回復には、赤土汚染を含めた多様な環境要素が深

く影響を及ぼしていることが示唆された。ここでは、

沖縄島の定点と、岩尾ら（1999）の報告も含めた阿

嘉島の白化被害状況との相違を中心に紹介する。 

 

●定点調査の概要 

1995 年より沖縄島、阿嘉島の 11 海域 29 定点で調

査を継続し、1999 年に石垣島を追加し、計 13 海域に

35 定点を設けている（図 1）。うち、サンゴ調査は 24

定点で実施している。調査は、沖縄県環境保全室、

沖縄県衛生環境研究所、（株）環境保全研究所の 3機

関が役割を分担して実施している。 

底質中懸濁物質含量 (赤土等の堆積のめやす。以

下、SPSS と称す) を年 4回、2m×2m の方形枠内のサ

ンゴ種の水平方向の成長や出現・死滅などの記録、

生サンゴの被度 (以下、被度と称す) を年 1 回調査

している。 

 

●サンゴの状況 

1．ミドリイシ属 

沖縄島の定点は程度の差はあるが、赤土等の流出

の影響を受けている（または受けた）海域に設定し

ている。一方、阿嘉島のクシバル、アゴノハマの両

定点では赤土の流出はほとんど見られない。サンゴ

調査定点の白化現象前後のSPSSの値と白化現象後の

ミドリイシ属の状況を表 1 に示す。沖縄島の定点で

は、白化現象の後、ミドリイシ属の大きな群体はほ

ぼ死滅し、数 cm の小さな群体がわずかに生き残って

いるのが一般的であった。これに対し、阿嘉島では

白化現象後褐虫藻が戻り、大きなミドリイシ属が生
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図 1. 沖縄県赤土等定点調査海域 (1999 年 7 月現在) 
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存している様子がいたるところで見受けられた。 

沖縄島の定点では、1998 年 7 月に生きていたミド

リイシ属の白化現象後の生存率は、1999 年 7 月調査

の概算値で７～８％である。一方、岩尾ら（1999）

の阿嘉島マエノハマにおける1999年 1月の調査では

正常なミドリイシ属が 43.6％、部分白化をしている

ものも含めると約 70％が生存しており、沖縄島と阿

嘉島に大きな違いがみられる。同様に、沖縄開発庁

（1999）が亜熱帯総合研究所に委託して 1999 年 2 ～

3 月に実施した調査でも、ミドリイシ属の生存率は

沖縄島で 28％と低い値を示したのに対し阿嘉島周辺

の慶良間列島では 77％に達していた。 

沖縄島の定点で最も赤土の堆積が著しい東村平良

（たいら）、大宜味村平南（へなん）では、従来、ミ

ドリイシ類が岩盤に着生するのだが、大きくなる前

に死んでいくという並行現象が観察された。しかし

今回の白化現象の後は、全滅または極端な減少が観

察された。 

名護市源河（げんか）では、梅雨の後にやや強い

赤土堆積が観察される。赤土汚染に弱いミドリイシ

属の成長は抑制されており、キクメイシの仲間など

赤土汚染に耐性のあるものをはじめ多様なサンゴが

生息空間を確保している。白化現象後の 1999 年 7 月

の観察では、この海域でもミドリイシ属は大きなダ

メージを受けていたが、スギノキミドリイシはかな

り回復し、30cm 程度の群体で生きているのもあり、

沖縄島の他の定点にはない特異な状況が見られた。 

恩納村赤瀬（あかせ）では、1988～1991 年に調査

海域に隣接して農地造成開発事業が行なわれ、毎年

大量の赤土が流出しミドリイシ属がほとんど死滅し

た。1994 年にこぶし大のクシハダミドリイシなどの

点在が確認された後、ミドリイシ属が急速に着生・

成長し、1998 年 7 月の被度は約 50％にまで達してい

た。開発事業終了後も農地からの赤土流出は続いて

いるが、無対策の開発事業のように大々的に海域を

汚染することはなく、赤土堆積の影響は河口周辺の

狭い範囲にとどまっている。白化現象後の 1998 年 11

月 11日にこの海域で約1時間のシュノーケル観察を

行なった。数年かけて回復してきたミドリイシ属の

群落はほぼ全滅していたが、2 ～3 cm のミドリイシ

属を 3 群体見つけることができた。 

 

2．コモンサンゴ属 

コモンサンゴ属の白化後の回復状況は、定点によ

って異なるが、やはり沖縄島より阿嘉島の方が回復

が良好である。恩納村赤瀬における 1998 年 11 月の

観察では、枝状のエダコモンサンゴ、葉状のチヂミ

ウスコモンサンゴは一つの群体のなかで生存、白化、

死亡している部分が帯状に混在していたが、1999 年

6 ～7 月の観察ではほとんどが死滅していた。 

金武町加武（かん）では米軍演習場からの赤土流

出をモニタリングしている。海底に赤土堆積が見ら

れない状況になっても、岩盤には常に赤土が付着し

ている。エダコモンサンゴ、チヂミウスコモンサン

ゴ、トゲエダコモンサンゴが優先している。赤土汚

染が著しい海域の指標サンゴであるキクメイシモド

キも多く見られる。1999 年 7 月の観察では、チヂミ

ウスコモンサンゴは赤土が付着した状態で全滅して

いたが、エダコモンサンゴはかなり回復し約 40cm の

群体も見られた。 

糸満市大度（おおど）では近年濁った地下水がこ

れまでよりも頻繁に流出するようになり、環境悪化

が進行している。1998 年 11 月の調査では、エダコモ

ンサンゴやチヂミウスコモンサンゴは一つの群体の

中で生存・白化・死亡が帯状に分布していた。1999

年 7 月の調査では、エダコモンサンゴは白化前とほ

とんど変化が見られないほど回復しており、チヂミ

ウスコモンサンゴは30～40cm程度の群体が見られ回

復していた。 

阿嘉島の両定点海域では 1999 年 6 月の時点でエ

ダコモンサンゴやチヂミウスコモンサンゴに白化の

影響を見つけることができなかった。岩尾ら（1999）

の阿嘉島マエノハマでの調査では、白化の影響で死

亡した葉状コモンサンゴ類は観察されていない。沖
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縄島と阿嘉島の違いから、チヂミウスコモンサンゴ

は、白化後、赤土汚染などへの耐性が著しく低下す

ることが示唆された。 

 

3．ハマサンゴ属 

玉城村アージの流域の土壌は、泥岩（クチャ）が

風化した灰色系のジャーガルである。海域は大なり

小なり常時濁っている。この海域では主として塊状

ハマサンゴ類が点在している。1998 年 11 月、定点周

辺の塊状ハマサンゴ類の白化状況をカウントした。

21 群体中 12 群体が全部または一部白化していた。白

化率は 57％である。 

同じ日、糸満市大度では、塊状ハマサンゴ類の白

化はサンゴの上の部位ほど多発し、海底近くは白化

していないものが一般的であった。ユビエダハマサ

ンゴの小さな群体は、死亡しているのが多く見られ

た。 

 

4．トゲサンゴ属 

沖縄島、阿嘉島の定点やその周辺海域における白

化現象後の調査で、生きたトゲサンゴ属は見つから

なかった。沖縄開発庁（1999）が 1999 年 2 ～3 月に

沖縄島、慶良間列島、久米島の計 17 海域で調査した

結果によると、観察された 42 群体のトゲサンゴ属は

すべて死亡していた。ところが著者らが 1999 年 7 月

に石垣島白保海域に新たに調査定点を設けた際に、

轟川北方のモリヤマグチ近くの礁池及び南方の第 2 

ポール近くで生きたトゲサンゴ属を数群体見つける

ことができた。 

 

表 1. 沖縄県の赤土汚染定点調査海域における 1998 年夏サンゴ礁白化後のミドリイシ属の状況。 
沖縄県の定点では大きな群体がほぼ死滅したのに対し、阿嘉島では大きな群体も生存している。 
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5．白化現象後の被害比較 

サンゴの高水温による白化耐性は、種によって異

なると思われる。また、白化後の回復力も種によっ

て異なり、白化後の経過時間によっても評価が異な

るであろう。さらに、前述のように回復には赤土汚

染などの環境要素が複合的にかかわっていると思わ

れ、海域の人為的攪乱の程度が回復力の評価を左右

することになりかねない。このように、サンゴの白

化耐性を評価するには困難な側面があるが、1998 年

11 月 11 日の時点における定性的なサンゴの被害の

大きさを順番に並べてみた。 

恩納村赤瀬の礁池では、ハナヤサイサンゴ＞ミド

リイシ属＞チヂミウスコモンサンゴ＞エダコモンサ

ンゴ＞カンボクアナサンゴモドキ＞塊状ハマサンゴ

類＞キクメイシの仲間＞アザミサンゴ＞キクメイシ

モドキであった。 

糸満市大度の礁池では、ユビエダハマサンゴ小群

体＞ミドリイシ属＞ハナヤサイサンゴ＞コモンサン

ゴ属＞塊状ハマサンゴ類＞シコロサンゴであった。 

 

●今後のサンゴ礁の保全に向けて 

今回の白化の原因をたどっていくと、白化→高温

水塊→エルニーニョ現象→地球温暖化→そして人間

活動にたどり着く。このためこれからのサンゴ礁保

全にむけての取り組みは、赤土汚染など地域の身近

な問題はもちろんのこと、地球規模の環境問題に対

しても積極的にかかわっていく必要がある。そのた

めに私たちに何ができるのか、サンゴ礁を学び、サ

ンゴ礁で遊ぶ方々と共に考えていきたいと思う。 
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